
金
部
古
蹟
志
巻
叶
一

穣
を
厭
は
ざ
り
し
も
の
た
る
故
た
り
と
い
へ
り
。
文
政
七
年
五
月
吾

が
沓
藩
に

τ異
種
徒
の
者
共
穿
盤
に
付
き
、
藤
内
頭
仁
戴
・
三
右
衛

門
よ
り
の
言
上
容
に
如
v
左
記
載
せ
り
・
。

藤

内
隠

坊

加

範

屋

右
藤
内
与
申
は
、
身
分
之
本
名
に
御
座
候
。
隠
坊
与
申
儀
は
、
町
家

等
之
死
去
人
を
葬
候
時
之
名
目
に
御
座
候
。
但
し
藤
内
に
不
v
限
、
惣

而
死
人
を
葬
候
者
を
隠
幼
与
唱
申
候
由
。
加
飽
屋
与
申
は
、
御
武
士

家
・
町
方
等
に
御
吉
事
有
v
之
、
御
蹴
に
罷
尚
候
湖
、
井
五
節
何
等
嘉

自
に
勧
進
方
仕
候
澗
は
‘
加
箱
屋
与
相
唱
候
事
。

按
宇
る
に
、
右
三
名
一
種
の
者
に

τ.
藤
内
は
共
の
祖
先
の
名
た
ら

ん
か
。
隠
坊
の
稀
は
、
難
州
府
志
に
、
倭
俗
崇
v
備
多
蹟
且
御
坊
吋
古
備

徒
一
臨
員
安
或
火
葬
或
土
葬
。
自
一
修
v
之
。
今
一
嫌
a

共
事
吋
難
v
出
-
巣
場
吋

引
等
調
経
畢
後
.
令
T

守
v
場
者
福
島
V

之
.
自
v
故
調
=
此
人
-
同
稽
昌
御
坊
↓

と
い
へ
る
如
く
、
も
と
火
葬
場
掛
り
の
出
家
に
代
り
て
、
茶
枇
の
事

を
た
し
け
る
に
依
り
て
、
出
家
と
同
じ
く
御
坊
と
綿
せ
し
を
‘
後
に

は
隠
坊
と
書
き
て
、
異
種
徒
の
一
一
部
藤
内
の
一
名
と
は
な
し
た
る
も

明
曹
且
河
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梅

港

町

此
の
地
は
滋
野
新
町
の
織
き
に
て
、
浅
野
町
口
の
街
尾
た
り
。
従
前

は
滋
野
中
嶋
村
の
地
内
宇
梅
津
と
呼
ぴ
来
れ
る
地
に
て
‘
皮
多
共
愛

に
居
住
し
け
る
慮
、
明
治
四
年
八
月
穣
多
・
非
人
等
の
穏
を
慶
せ
ら

れ
、
一
般
民
籍
に
編
入
、
身
分
・
職
業
共
都
而
同
一
に
相
成
る
や
う
に

可
a
取
扱
-
旨
御
建
に
付
き
‘
梅
樽
町
と
町
名
を
立
て
.
金
湾
市
中
へ
属

せ
ら
れ
、
浅
野
新
町
と
共
に
金
海
市
中
と
は
成
り
た
り
。
但
し
身
元

飽
き
者
共
は
、
遁
々
此
の
地
を
退
去
し
け
る
故
、
今
は
戸
激
減
少
せ

。
庇
多
之
来
歴

和
名
紗
に
云
ふ
。
屠
児
。
楊
氏
漢
語
紗
云
。
屠
問
後
訓
均
一
ω

屠
見
和
名

忠
止
利
。
屠
a
牛
馬
肉
-
取
a
膨
鶏
餌
由
之
義
也
e

殺
v
生
及
屠
昌
牛
馬
肉
-
取
費

者
也
。
と
見
b
.
下
閣
申
集
K
.
穣
多
は
屠
児
也
‘
河
原
者
。
と
あ
り
。

和
訓
莱
に
云
ふ
。
ゑ
た
稼
多
と
書
け
h
v
。
さ
れ
ど
も
と
は
ゑ
と
り
の

縛
靴
た
る
ぺ
し
。
と
い
へ
り
。
屠
者
を
法
頴
停
に
、
名
箆
=
悪
人
吋
奥
v
人

別
い
居
。
入
a
披
中
-
則
磐
v
竹
自
具
。
人
則
遜
v
之
。
と
あ
れ
ば
、
我
が
邦
の

風
俗
も
相
似
た
り
。
人
の
舎
内
に
入
れ
ば
、
人
と
倶
に
食
せ
歩
。
同

火
せ
宇
。
腐
を
並
ぺ
4
1
0
住
居
以
v
谷
以
v
野
。
故
に
谷
J

者
・
野
J

者
と
い

金
稽
古
蹟
志
巻
叶
一

四
四

の
也
o

故
に
火
葬
場
に
限
り
た
る
名
目
と
は
い
へ
り
。
叉
加
箱
屋
と
一

呼
べ
る
名
目
は
、
如
何
た
る
由
縁
に
て
呼
び
そ
め
た
る
か
、
未
だ
詳

か
友
ら
4
y
o
備
中
の
闘
人
小
寺
清
之
が
老
牛
徐
騰
に
、
屠
見
・
織
多
の

事
を
論
詰
し
て
、
此
者
は
六
園
奥
・
類
豪
国
史
た
ど
に
、
停
囚
ま
た
夷

停
と
あ
る
者
に

τ、
昔
蝦
夷
人
の
皇
固
に
仇
せ
し
を
征
し

τと
ら
へ

し
を
、
諸
固
に
分
ち
置
か
れ
た
る
者
ど
も
の
末
危

P
。
茶
発
と
い
ふ

者
も
同
類
に
て
、
穣
多
よ
り
わ
か
れ
た
る
者
た
り
。
此
者
ど
も
は
答

也
備
の
敏
を
き

hτ
、
屠
児
の
わ
ざ
を
止
め

τ死
し
た
る
人
を
埋
め

た
り
。
答
也
備
は
飢
世
の
頃
に
て
、
職
場
の
死
骸
を
埋
め
た
り
し
事

も
の
に
見
ゆ
。
ま
た
茶
発
を
う
り
た
り
。
答
也
借
を
か
き
た
る
給
に
・

茶
発
を
も
て
り
。
皆
良
民
に
近
づ
き
働
事
を
助
け
た

E
せ
し
が
、
一

種
の
者
と
た
れ
る
た
り
。
良
民
に
近
づ
く
故
に
、
穣
多
よ
り
よ
〈
見

ゆ
れ
E
も
、
公
に
て
は
繊
多
の
下
に
つ
け
給
へ
り
。
と
い
へ
り
。
右

の
論
訟
に
て
考
ふ
れ
ば
、
吾
が
金
俸
に
て
、
従
前
藤
内
共
を
ぽ
ゐ
ん

ぼ
う
と
も
、
ま
た
加
錨
屋
と
も
呼
び
た
る
も
の
、
彼
の
茶
発
と
呼
べ

る
一
種
の
如
く
、
そ
の
か
み
竹
舗
の
細
工
を
た
し
て
質
り
あ
り
き
た

り
し
事
危
ど
よ
り
し
て
呼
ぴ
そ
め
た
る
名
目
の
、
後
々
ま
で
遮
れ
る

稀
鋭
た
ら
ん
か
。

-
J
よ
・

t
b
a
a日
，

ふ
。
或
は
夙
J

者
と
い
ふ
。
畿
内
夙
村
多
し
。
皆
織
多
住
す
。
穣
多
の

mmも
ま
た
営
れ
り
。
も
と
働
制
に
据
る
た
る
ぺ
し
。
織
多
を
長
吏
と

い
ふ
は
、
張
里
の
繰
り
也
と
い
ふ
ぺ
し
。
蕗
摩
に
て
人
外
と
呼
び
、

越
後
に
て
ぷ
ん
じ
と
い
ひ
、
長
岡
に
て
じ
訟
と
と
い
ふ
。
張
皇
は
馬

留
の
名
‘
穣
多
余
v
之
を
も
て
呼
ぺ
り
と
ぞ
。
叉
薙
州
府
志
K
A
束
三

保
南
有
=
天
部
村
一
此
底
奥
a
悲
田
寺
-
第
二
鍵
-
云
々
。
共
鋭
=
機
多
士
克

制
昌
取
牛
馬
皮
↓
故
鍋
v
織
多
。
因
稽
=
穣
多
吋
或
鋭
昌
皮
太
吋
と
あ
り
。
三

州
志
来
図
概
覧
に
も
、
今
世
織
多
と
い
ふ
者
は
、
屠
者
の
唱
へ
設
な

り
。
倭
名
抄
に
屠
者
を
エ
ト
リ
と
訓
す
。
是
鷹
の
餌
を
取
る
義
と
一
式

ふ
。
今
平
安
三
保
橋
東
の
屠
者
の
居
所
を
ア
マ
ペ
と
云
ふ
。
是
印
ち

古
管
郷
の
徐
戸
た
る
ぺ
し
。
能
登
・
越
中
の
古
管
郷
名
に
徐
戸
あ
る

も
、
古
へ
蝦
夷
の
徐
種
の
屠
者
怠
る
者
を
‘
此
の
所
に
分
ち
置
き
た

る
た
る
ぺ
し
。
只
我
が
能
・
越
に
も
限
ら
宇
、
諸
国
の
飴
戸
へ
も
分
ち

住
せ
し
む
る
と
見
b
て
、
園
史
に
民
夷
と
並
ぺ
戟
す
る
も
の
往
々
見

ゆ
。
民
と
は
我
が
王
民
也
。
夷
と
は
蝦
夷
た
り
。
此
の
夷
種
今
猶
穣

民
と
し
て
我
が
王
民
と
歯
別
せ
し
め
宇
。
共
の
名
戸
籍
外
に
在
り

て
、
先
づ
は
共
の
宅
を
街
尾
の
築
地
に
置
き
‘
共
の
減
額
の
種
を
別
つ

者
也
。
と
い
へ
り
。
卒
次
按
宇
る
に
‘
右
繊
多
・
屠
者
の
論
訟
は
さ
る

四
五




